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。



（株）住環境研究所による全国の 55～65 歳の男女 500 名を対象にした「老後の理想の住まい」 

の調査結果が発表されました。 

「老後の住まいにおける不安点」は？ 

「住まい全体の老朽化」６３％ 

「設備の老朽化」５３％ 

「地震が心配」３４％ 

やはり住宅には「耐久性があり、地震に強い家である 

こと」が求められていると言えるでしょう。言い換え 

れば、「耐久性があり地震に強い家」は長く住め 

る住まいとなり、結果として老後も安心できる 

家であると言えます。 

「老後の暮らし方」について 

「健康に配慮し、いつまでも若々しく暮らす」５２％ 

「光熱費など生活上の経費がお得な暮らし」４５％ 

「家の維持管理が楽な暮らし」４４％ 

経済的不安の対策としては、太陽光発電を搭載した光熱費 

ゼロの住宅は有効でしょう。 また、耐久性が高い住宅で 

あれば、 メンテナンスが少なくて済むメリットもでてき 

ます。 これらの点を、住宅の新築の際に検討して 

おくと、 老後の不安を少なくできるのではないで 

しょうか。 

老後になってから住宅の心配をしなくてはならないのは、とても不安です。老後も安心して 

住むためには「長く住める家」が必須です。 やはり、環境にもやさしい「長く住める家」は、 

人にも優しい家といえます。 

「２００年住宅」の LaLa の家なら、一生快適に過ごすことができます。


